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平
川
敬
治
著

『
カ
ミ
と
食
と
生
業
の
文
化
誌
�
民
族
学
と
考
古
学
の
は
ざ
ま
で
』

小

川

英

雄

平
川
敬
治
氏
は
北
九
州
福
岡
市
の
諸
学
園
、
即
ち
九
州
大
学
、

岩
田
屋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
文
化
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
長
ら
く
講
師
の
職
を
務
め
来
ら
れ
た
。
私
と
は
何
年

も
前
に
、
琵
琶
湖
畔
で
開
催
さ
れ
た
日
本
西
洋
史
学
会
の
大
会
で

知
り
合
い
と
な
っ
た
方
で
あ
る
。
氏
の
活
動
舞
台
は
北
九
州
で
あ

り
、
上
京
な
さ
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
お
会
い
す
る
機
会
も
な
か

っ
た
。
こ
の
間
に
、
平
川
氏
は
執
筆
・
出
版
活
動
に
励
ん
で
こ
ら

れ
た
。

ま
ず
、
１０
年
ほ
ど
前
、
平
成
１３
年
に
は
、
故
郷
の
創
文
社
よ
り
、

『
カ
ミ
と
食
と
生
業
の
文
化
誌
�
民
族
学
と
考
古
学
の
は
ざ
ま
ま

で
」（
創
文
社
、
二
〇
〇
一
）
を
刊
行
さ
れ
た
。

目
次
に
よ
れ
ば
、
第
一
章
は
日
本
編
で
あ
る
。
わ
が
国
の
海
や

川
、
漁
業
と
そ
の
生
産
物
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
漁
産
品

の
名
称
は
２５
品
目
（
２２
頁
以
下
）
に
も
の
の
ぼ
る
。
そ
れ
等
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。
ア
ユ
、
ボ
ラ
、
コ
イ
、
フ
ナ
、
エ
ツ
、
シ
ジ

ミ
、
ウ
ナ
ギ
、
オ
イ
カ
ワ
、
ド
ン
コ
、
ス
ズ
キ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
ナ

マ
ズ
、
メ
ダ
カ
、
モ
ズ
ク
ガ
ニ
、
ヤ
マ
ノ
カ
ミ
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ
、

ス
ッ
ポ
ン
、
ウ
グ
イ
、
ヤ
マ
メ
、
エ
イ
、
ク
ジ
ラ
と
も
ど
も
、
な

ど
で
あ
る
。
次
に
は
、
魚
食
に
関
連
し
た
食
べ
物
―
イ
モ
、
サ
ト

イ
モ
、
ミ
ス
イ
モ
な
ど
と
魚
類
の
関
連
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
二
章
は
、
オ
リ
エ
ン
ト
（
中
近
東
）
篇
（
１５
頁
以
下
）
で
あ

る
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
漁
法
、
不
浄
魚
、
ヘ
ブ
ラ
イ
（
ユ
ダ
ヤ
）

人
の
世
界
の
魚
類
な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
メ
ソ

ポ
タ
ミ
ア
、
シ
リ
ア
、
ア
ナ
ト
リ
ア
（
ト
ル
コ
）、
エ
ー
ゲ
海
域
、

地
中
海
沿
岸
な
ど
の
豊
富
な
海
産
物
に
関
し
て
は
何
も
述
べ
ら
れ

て
い
な
い
。
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第
三
章
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
篇
（
１９１
頁
以
下
）
で
あ
る
。
ギ
リ
シ

ア
や
南
仏
マ
ル
セ
イ
ユ
な
ど
の
地
中
海
岸
の
港
町
、
オ
ラ
ン
ダ
の

港
町
フ
ォ
レ
ン
ダ
ム
、
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
日
本
の
瀬
戸
内

海
（
明
石
）
な
ど
の
海
産
物
が
言
及
さ
れ
、
北
海
や
地
中
海
の
そ

れ
等
と
比
較
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
商
略
に
過
ぎ
る
よ
う
で

あ
る
が
、
未
だ
他
の
書
物
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

付
篇
と
し
て
、「
カ
ミ
（
神
）
の
生
業
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」

と
い
う
短
い
文
章
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
（
２２７
頁
以
下
）。
し

か
し
な
が
ら
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
ラ
ン
プ
と
い
う
文
章
が
付
け
加

え
ら
れ
て
い
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
の
如
き
叙
述
は
、
日
本
で
は
未
だ
か
つ
て
誰
も
な
し
得
な

か
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
る
。
つ
け
加
え
て
お
く
と
、
本
論

に
は
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
写
真
（
漁
場
な
ど
）
多
数
が
の
せ
ら
れ
て

い
る
。

最
近
に
至
っ
て
、
平
川
氏
は
更
に
二
冊
の
本
を
故
郷
の
出
版
社

か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
私
の
知
人
、
学
友
、
教
え
子
で
、
三
冊
も
著

書
の
あ
る
者
は
い
な
い
。
そ
の
第
一
は
『
タ
コ
と
日
本
人
―
獲
る
、

食
べ
る
、
祀
る
』
弦
書
房
、
二
〇
一
二
年
、
全
二
一
三
頁
で
あ
る
。

こ
の
本
の
帯
に
は
、「
世
界
一
の
タ
コ
食
の
国
・
日
本
」
と
書
か

れ
て
い
る
。

日
本
語
で
は
、
タ
コ
は
や
っ
こ
ダ
コ
、
汗
だ
く
の
な
ま
っ
た
汗

だ
こ
、
タ
コ
入
道
な
ど
の
語
が
知
ら
れ
て
い
る
。
私
に
と
っ
て
タ

コ
は
特
に
好
き
で
も
な
け
れ
ば
、
嫌
い
で
も
な
い
食
べ
も
の
で
あ

る
が
、
平
川
氏
は
タ
コ
と
そ
の
漁
法
に
つ
い
て
、
実
に
丸
一
冊
か

け
て
述
べ
て
い
る
。

第
一
章
は
、「
タ
コ
を
騙
す
―
漁
撈
」（
１３
頁
以
下
）
と
題
さ
れ
、

更
に
（
１
）
タ
コ
を
獲
る
、（
２
）
タ
コ
に
住
ま
い
を
提
供
す
る

タ
コ
壺
漁
と
分
け
ら
れ
、
タ
コ
壺
漁
の
起
源
と
分
布
、
貝
殻
を
使

う
イ
イ
ダ
コ
漁
が
日
本
海
や
東
シ
ナ
海
、
瀬
戸
内
海
、
中
国
近
海

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
土
製
イ
イ
ダ
コ
壺
と
貝
製
イ
イ
ダ

コ
壺
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
マ
ダ
コ
壺
の
発
見
と
い
う
節
で

は
海
底
か
ら
の
こ
の
種
の
壺
の
出
土
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）
は
「
タ
コ
に
食
を
提
供
す
る
タ
コ
釣
り
漁
」
と
題
さ
れ
て

お
り
、
タ
コ
釣
り
漁
と
そ
の
背
景
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
二
章
は
「
タ
コ
に
騙
さ
れ
る
―
言
葉
と
食
」（
１３１
頁
以
下
）

と
題
さ
れ
て
い
る
。
タ
コ
の
特
性
、
タ
コ
と
言
葉
、
タ
コ
を
食
べ

る
（
刺
身
、
湯
引
き
、
な
ま
す
、
干
す
、
塩
辛
、
煮
つ
け
、
焼
く
、

煮
込
み
、
タ
コ
飯
、
そ
の
他
諸
々
）、
祭
り
と
タ
コ
焼
き
な
ど
の

節
が
見
ら
れ
る
。

第
三
章
は
「
タ
コ
と
人
が
織
り
な
す
世
界
」（
１７１
頁
以
下
）
と

題
さ
れ
、
日
本
の
タ
コ
関
係
の
信
仰
や
迷
信
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

タ
コ
の
変
身
―
水
と
陸
の
世
界
、
蛸
薬
師
・
蛸
地
蔵
―
タ
コ
が
海

史

学

第
八
一
巻
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中
か
ら
持
っ
て
く
る
、
悪
さ
を
す
る
タ
コ
―
陸
に
上
る
、
豊
穣
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
タ
コ
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
節
を
構
成
し
て
い

る
。平

川
氏
の
書
か
れ
た
第
三
の
書
は
、『
魚
と
人
を
め
ぐ
る
文
化

史
』
弦
書
房
、
二
〇
一
一
年
、
全
二
二
〇
頁
で
あ
る
。
本
書
の
帯

に
は
、「
有
明
海
と
筑
後
川
か
ら
世
界
を
み
る
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
冒
頭
に
は
、
漁
場
で
撮
影
さ
れ
た
美
し
い
カ
ラ
ー
写
真
多
数

が
見
ら
れ
る
。
図
版
や
地
図
も
の
せ
ら
れ
て
い
る
。
前
二
著
に
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
章
（
１３
頁
以
下
）
に
は
、
ア
ユ
、
コ
イ
、
エ
ツ
、
ウ
ナ
ギ
、

ス
ッ
ポ
ン
、
オ
イ
カ
ワ
、
ウ
グ
イ
、
手
長
エ
ビ
、
ス
ズ
キ
、
シ
ジ

ミ
、
ア
サ
リ
、
カ
キ
な
ど
の
川
の
魚
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
二
章
（
８１
頁
以
下
）
は
「
里
―
農
民
と
魚
」
と
題
さ
れ
、
農

民
の
副
業
と
し
て
の
漁
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
フ
ナ
、
タ
イ
ワ
ン

ド
ジ
ョ
ウ
、
ド
ン
コ
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
、
ナ
マ
ズ
、
メ
ダ
カ

な
ど
の
淡
水
産
の
水
産
物
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

第
四
章
（
１５１
頁
以
下
）
は
「
海
・
川
・
里
・
山
―
魚
を
め
ぐ
る

交
流
」
で
あ
り
、
ボ
ラ
、
イ
イ
ダ
コ
、
ク
ロ
ダ
イ
、
ト
ビ
ウ
オ
、

ク
ラ
ゲ
な
ど
が
、
イ
ワ
シ
、
エ
イ
、
タ
ラ
、
ク
ジ
ラ
と
も
ど
も
言

及
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
（「
お
わ
り
に
」）
に
は
、
全
書
の
執
筆
の

感
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
三
冊
は
魚
食
を
好
み
、
若
い
頃
に
は
、
多
摩
川
下
流
の

六
郷
川
の
岸
辺
で
釣
り
を
す
る
の
が
好
き
で
あ
っ
た
私
に
と
っ
て
、

大
変
楽
し
い
読
み
物
で
あ
る
。
読
者
諸
氏
に
も
同
感
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
と
思
う
。

三
冊
と
も
博
学
で
独
創
的
で
稀
書
で
あ
り
、
こ
れ
等
を
凌
ぐ
著

作
物
は
今
後
と
も
現
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
。
平
川

氏
な
ら
で
は
の
三
著
で
あ
る
。
今
頃
の
時
代
、
三
冊
も
書
け
る
人

は
稀
で
あ
り
、
し
か
も
見
事
な
著
作
物
で
あ
る
。
こ
れ
等
に
は
著

者
平
川
氏
の
郷
土
の
産
業
に
対
す
る
思
い
が
溢
れ
て
い
る
。
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